
間引き

収 穫

本葉２～３枚のころ、

３～４ 間隔にする。

〈間引き収穫〉

本葉７～８枚、草丈１５

くらいになったら順次間

引き収穫すると品質の良

いものが得られます。

本葉７～８枚、草丈１５ ぐらい

のころ、５～６ 間隔にする。

摘み取りの場合は１０ ぐらいに。

〈摘み取り収穫〉

種まき

畝幅１５０

伸びたわき芽

本葉１０枚くらいになった

ころ、下の方の葉４～５

枚を残して中心の茎を摘

み取る。その後、わき芽

が草丈１５ くらいに伸び

たころに再び収穫し、以

後これを繰り返す。

条間２５～３０

今
月
の
作
業

★
今
月
ま
く
野
菜

ハ
ク
サ
イ
、
つ
け
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ

ン
、
レ
タ
ス
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
中
国
野
菜
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

★
今
月
植
え
る
野
菜

レ
タ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
、
セ
リ
、

フ
キ
、
ユ
リ
ネ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

★
追
肥
の
施
し
方

追
肥
は
、
肥
料
の
適
量
を
根
が
吸
収
し
や
す

い
と
こ
ろ
に
与
え
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
根
か

ら
離
れ
す
ぎ
て
も
、
追
肥
の
効
果
が
劣
る
し
、

あ
ま
り
根
元
近
く
で
は
根
へ
の
障
害
が
出
や
す

く
な
り
ま
す
。
与
え
る
位
置
の
一
応
の
目
安
と

し
て
は
、
根
の
先
端
付
近
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

根
の
張
っ
て
い
る
所
を
、
あ
ら
か
じ
め
少
し
掘

っ
て
確
か
め
て
み
て
か
ら
決
め
る
の
が
、
良
い

方
法
で
す
。

な
お
、
土
が
乾
燥
し
て
い
る
と
肥
料
が
根
に

吸
収
さ
れ
な
い
の
で
、
施
肥
の
後
に
は
十
分
か

ん
水
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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シュンギクを作ろう！

栽培時期

○ 植え付け 収 穫

農業試験場三木分場

伊藤 博紀

シ
ュ
ン
ギ
ク
は
地
中
海
沿
岸
か
ら
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
原
産
で
す
。
五
月
頃
、
黄
色
い
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
主
に
観
賞
用
で
、
食
用
と
す
る
の
は
日
本
と
中
国
だ
け
だ
そ

う
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｃ
が
多
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
も
比
較
的
多
く
含
ん
だ
、
栄
養
価
の
高
い
野
菜

で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

土
質
は
あ
ま
り
選
び
ま
せ
ん
が
、
乾
燥
に
は
弱
い
た
め
、
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
を
多
く
入
れ
て
、

水
は
け
と
水
持
ち
の
良
い
土
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
年
中
栽
培
で
き
ま
す
が
、
秋
ま
き
が
最
も
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。

家
庭
菜
園
に
適
し
た
品
種

品
種
は
少
な
い
方
で
、
葉
型
に
よ
っ
て
大
葉
種
、
中
葉
種
、
小
葉
種
に
分
け
ら
れ
る
程
度
で
す
。

一
般
に
は
葉
の
切
れ
込
み
が
多
く
、
葉
の
厚
み
も
あ
る
良
質
な
中
葉
種
が
好
ま
れ
ま
す
。

畑
の
準
備

種
ま
き
の
二
週
間
前
に
、
十

当
た
り
堆
肥
二
十

、
苦
土
石
灰
一
・
五

を
ま
い
て
、
荒
起
こ

し
を
し
ま
す
。
一
週
間
前
に
は
、
十

当
た
り
化
成
肥
料
一

を
施
し
、
平
畝
を
作
り
ま
す
。

種
ま
き

二
五
〜
三
〇

間
隔
に
浅
い
溝
を
切
り
、
種
を
一

当
た
り
十
〜
十
五

を
目
安
に
均
等
に
ま
き

つ
け
ま
す
。
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
種
は
、
発
芽
す
る
と
き
光
線
を
必
要
と
す
る
た
め
、
土
は
薄
く
か
け
る

こ
と
が
種
ま
き
の
コ
ツ
で
す
。
ま
た
、
土
が
乾
い
て
い
る
と
発
芽
が
悪
く
な
る
の
で
、
種
ま
き
前
、

後
と
も
十
分
に
か
ん
水
す
る
事
が
大
切
で
す
。
そ
の
後
も
、
発
芽
が
揃
う
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
の

で
、
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
適
宜
か
ん
水
し
ま
す
。

手
入
れ

本
葉
が
二
〜
三
枚
時
に
三
〜
四

、
七
〜
八
枚
時
に
は
十

間
隔
に
間
引
い
て
収
穫
し
ま
す
。
生

育
が
順
調
な
ら
ば
追
肥
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
育
が
悪
い
か
、
葉
の
色
が
薄
い
場
合
は
、
う

す
い
液
肥
（
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
倍
）
を
か
ん
水
を
兼
ね
て
施
し
ま
す
。

収
穫

初
期
は
間
引
き
に
よ
っ
て
収
穫
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
、
下
葉
四
〜
五
枚
を
残
し
中
心
の
茎
を
摘

み
取
っ
て
収
穫
し
、
わ
き
芽
が
伸
び
た
ら
再
収
穫
し
ま
す
。

適する品種

中葉種

４

○

３２１１２１１１０９８時期
作型

秋まき栽培
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